
●８ 

■
一
般
会
計
の
主
な
も
の

�
国
・
県
の
補
助
決
定
に
伴
う
も
の

﹇
衛
生
費
﹈

�
焼
却
灰
溶
融
施
設
建
設
事
業

　
　

九
億
九
千
六
百
ニ
万
円

﹇
農
林
水
産
業
費
﹈

�
農
地
基
盤
整
備
促
進
事
業

　
　

六
千
七
百
六
十
九
万
円

﹇
土
木
費
﹈

�
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業

　
　

二
億
一
千
五
百
万
円

�
県
営
事
業
負
担
金

﹇
農
林
水
産
業
費
﹈

�
漁
港
整
備
県
営
事
業
負
担
金

　
　

六
百
二
十
五
万
円　

�
そ
の
他

﹇
教
育
費
﹈

�
世
知
原
小
学
校
校
舎
等
建
設
事
業

　
　

二
千
八
百
万
円

�
愛
宕
地
区
公
民
館（
仮
称
）建
設
事
業

　
　

八
千
九
百
四
十
万
円

■
特
別
会
計

﹇
老
人
保
健
医
療
事
業
﹈

�
平
成　

年
度
医
療
費
の
確
定
に
伴
う

17

　

支
払
基
金
交
付
金
等
の
精
算
返
還
金

　
　

八
千
六
百
一
万
円

�
旧
宇
久
町
及
び
旧
小
佐
々
町
の
一
般
会

　

計
繰
入
金
の
精
算
返
還
金

　
　

五
千
四
百
十
六
万
円

�
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
耐
震

　

基
準
適
合
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

　

税
の
減
額
に
係
る
申
告
の
規
定
を
定

　

め
る
こ
と
な
ど

�
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償

　

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消

　

防
団
員
に
対
す
る
退
職
報
償
金
の
支

　

給
額
を
引
き
上
げ

�
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

　

障
害
児
福
祉
施
設
入
所
者
に
係
る
福

　

祉
医
療
費
の
申
請
を
援
護
の
実
施
者

　

に
対
し
行
う

�
市
宇
久
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
使
用

　

条
例
の
一
部
改
正

　

宇
久
体
育
室
を
宇
久
地
区
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
の
附
属
施
設
と
す
る

�
工
事
請
負
契
約
締
結

　�
市
有
財
産
減
額
譲
渡
（
早
岐
授
産
場
市

　

有
地
）　

�
市
有
財
産
取
得（
世
知
原
小
学
校
用
地
）

�
市
有
財
産
処
分
（
長
尾
半
島
市
有
地
）

�
市
道
の
認
定
及
び
廃
止

　

認
定　

路
線
、
廃
止
2
路
線

16

�
後
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
変
更

　

同
計
画
に
宇
久
地
域
、
小
佐
々
地
域

　

を
追
加
す
る
も
の

6
月
定
例
市
議
会

6
月
定
例
市
議
会

補
正
予
算
な
ど
を
審

　

補
正
予
算
な
ど
を
審
議議

　

6
月　

日
か
ら　

日
ま
で
6
月
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
、
総
額　

億
1�
3
0
0

12

28

14

万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
、　

報
告
、
1
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、

18

21

審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
い
ざ
、
宇
久
島
へ
！

　

〜
海
と
鮮
魚
の
宇
久
ツ
ア
ー
募
集
〜

�
対
象　

市
民

�
出
発
日　

9
月
〜　

月
の
毎
週
土
曜

11

　
（　

月　

日
を
除
く
）
※
1
泊
2
日

11

18

�
行
程
（
予
定
）　

宇
久
島
資
料
館
、
大

　

浜
海
水
浴
場
、
野
方
草
原
、
城
ヶ
岳
園

　

地
な
ど
（
地
元
案
内
人
の
説
明
あ
り
）

�
募
集
人
数　

各
8
人

�
参
加
料　

九
千
八
百
円
（
2
人
1
室
利

　

用
時
の
1
人
分
の
料
金
）

　

※
フ
ェ
リ
ー
代
・
宇
久
シ
ー
パ
ー
ク
ホ

　

テ
ル
宿
泊
代
・
食
事
代
（
朝
1
回
・
昼

　

2
回
・
夕
1
回
）
な
ど
を
含
む

�
申
し
込
み

　

M
R
旅
行
サ
ー
ビ
ス
へ

 
●
補
正
予
算

 
●
主
な
一
般
議
案

 
●
主
な
条
例
制
定
と
改
正

 
●
お
尋
ね

　

市
役
所
合
併
地
域
行
政
課

　
（�
0
9
5
6
・
2
4
・
1
1
1
1
）

　

M
R
旅
行
サ
ー
ビ
ス

　
（�
0
9
5
6
・
2
3
・
5
2
3
8
）

光
海
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
（
建

築
）
工
事
、
春
日
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
（
建
築
）
工
事
、
柚
木
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
築
（
建
築
）
工
事

大浜海水浴場

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
起
源

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
世
界
初
の
自

然
遺
産
地
域
と
し
て
登
録
さ
れ
た
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
諸
島
（
エ
ク
ア
ド
ル
）
で
、
ゾ
ウ

ガ
メ
や
イ
グ
ア
ナ
な
ど
の
希
少
動
物
を

守
る
た
め
、
観
光
と
い
う
手
段
を
使
っ

て
、
そ
の
資
金
を
調
達
し
た
こ
と
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
〇
年
代
に
は
、
熱
帯
雨
林
を
守
る

た
め
、
中
米
の
コ
ス
タ
リ
カ
で
も
こ
の

方
法
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
表
現
し
た
の
が
、
言

葉
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
降
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
世
界
各

国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　

自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

今
で
は
広
い
範
囲
を
対
象
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
で
は
「
自
然

環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ

ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と

な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の

保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
観
光
を
通
し
て
、
来

訪
者
に
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
体
験

し
て
も
ら
う
、
②
そ
れ
が
経
済
行
為
と

し
て
成
り
立
つ
、
③
そ
れ
ら
が
地
域
の

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
尊
重
し
、

守
っ
て
い
く
行
動
に
つ
な
が
る
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
が

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
効
果

　

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
次
の

三
つ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
環
境
保
全　

来
訪
者
や
地
域
住
民
が
、

　

資
源
の
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
そ

　

れ
を
守
る
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

②
観
光
振
興　

旅
行
者
の
新
た
な
ニ
ー

　

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
観
光
需
要

　

の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
地
域
振
興　

雇
用
創
出
や
経
済
波
及

　

効
果
に
加
え
、
市
民
が
地
域
に
誇
り

　

を
持
つ
こ
と
で
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
。

●
さ
せ
ぼ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

平
成　

年
、
本
市
は
、
環
境
省
の
「
国

16

立
公
園
等
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ

ル
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

昨
年
に
は
、
同
推
進
協
議
会
が
発
足
。

市
民
や
観
光
事
業
者
、
ガ
イ
ド
な
ど
の

委
員　

人
で
協
議
を
重
ね
、
こ
の
ほ
ど
、

35

「
さ
せ
ぼ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
佐
世
保
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
次

回
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2006.8
●９ 

■
宇
久
島
資
料
館
の
ご
案
内

　

宇
久
島
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る

資
料
館
で
す
。

　

宇
久
地
域
の
玄
関
に
当
た
る
平
港
に

近
く
、
島
を
代
表
す
る
遺
跡
「
宇
久
松
原

遺
跡
」
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

　

資
料
館
に
は
、
宇
久
松
原
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
、
縄
文
時
代
末
期
か
ら
弥
生

時
代
に
か
け
て
の
壷
や
か
め
な
ど
の
考

古
資
料
や
、
江
戸
時
代
の
捕
鯨
、
海
士
に

関
す
る
資
料
な
ど
、
宇
久
島
な
ら
で
は

の
民
俗
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。　

�
開
館
日

　

年
末
年
始
（　

月　

日
〜
1
月
3
日
）

12

29

　

を
除
く
毎
日

　

※
平
日
に
来
館
す
る
場
合
は
宇
久
地

　
　

区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
事
前
申

　
　

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
地
元
案
内
人
の

　
　

解
説
が
聞
け
ま
す
。

�
開
館
時
間

　

9
時
〜　

時
17

�
入
館
料

　

無
料

　

こ
と
し
、「
さ
せ
ぼ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

関
連
し
た
情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
●
お
尋
ね

　

宇
久
島
資
料
館

　
（�
0
9
5
9
・
5
7
・
3
3
1
1
）

　

宇
久
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（�
0
9
5
9
・
5
7
・
2
6
0
7
）

市亜熱帯動植物園のアルダブ

ラゾウガメの 万 くん・138kg
まん

（左）と 万  亀 ちゃん・98kg（右）
ま き

 
●
お
尋
ね

　

市
役
所
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
室

　
（�
0
9
5
6
・
2
4
・
1
1
1
1
）

つ
ぼ

あ
ま
ん
し


